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2026 年 12 月期中間連結会計期間の連結業績予想と実績値との差異、 

並びに通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2026 年５月 15 日に公表した 2026 年 12 月期中間連結会計期間（2026 年１月 1 日～2026 年６月 30 日）の連結業

績予想と実績値との差異および通期の連結業績予想の修正について、以下のとおりお知らせします。 

 

１．連結業績予想と実績との差異及び通期連結業績予想の修正について 

（1） 2026 年 12 月期中間連結会計期間の連結業績予想と実績値の差異（2026 年１月１日～2026 年６月 30 日） 

  

 

(2)  2026 年 12 月期通期連結業績予想の修正(2026 年１月 1 日～2026 年 12 月 31 日) 

  

 

２．差異及び修正の理由 

  当中間連結会計期間の業績につきましては、旺盛な AI半導体需要などを背景にデジタル分野における高付加価
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１株当たり
中間純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回公表予想（A) 560,000 29,000 25,500 17,000 179.55

実績（B) 592,983 51,850 52,308 37,187 392.69

増減額（B-A) 32,983 22,850 26,808 20,187

増減率(%) 5.9 78.8 105.1 118.7

(ご参考)前期実績
(2025年12月期中間連結会計期間）

523,244 26,979 20,295 13,091 138.27
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値製品の出荷を伸ばしたことや印刷インキやコーティング用樹脂の一部製品について、海外を中心に中東情勢の長

期化を見越した顧客による在庫積み増しの動きが見られたことに加えて、各セグメントにおいて原料価格高騰に対す

る速やかな価格対応やコスト管理の徹底に努めた結果、売上高並びに営業利益以下の各段階利益が前回予想を上

回りました。 

通期の連結業績予想につきましては、当中間連結会計期間の業績と当下半期に想定される事業リスク等を踏まえ

たうえで算定し直した結果、売上高並びに営業利益以下の各段階利益が前回予想を上回る見通しとなりました。 

 

以 上 


